
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１２月の行事予定 
未来のしごと  校⾧ 赤羽 広美 

校庭のけやきがすっかり色づき、秋の深まりを感じる季

節になりました。 

子どもたちが一人一台のタブレットを使い始めて、２

年半が経とうとしています。最初は、パスワードを入力

するのさえ大変だった子どもたちは、今ではキーボード

を自在に操り文字入力もお手の物、という子がたくさん

います。この数年で、学校は想像していた以上に大きく

変化を遂げたと言えるでしょう。 

近い将来、人類の仕事の５０％がＡＩやＩｏＴ等によ

って代替され消滅する、という話をよく聞きます。以前

までは、へえ、そうなんだと思うだけでしたが、子ども

たちの変化を見ていると、絵空事ではないのかもしれな

いと考えるようになりました。総務省が出している『未

来イメージ「１５の生活シーン」』によると、医療のＡ

Ｉ化で健康管理が進む。バーチャルで同時にいくつもの

仕事をする人が増える。学校は教室も壁もディスプレイ

になり教科書や筆箱が姿を消す。スーパーやお店は無人

化し完全キャッシュレスで買い物ができる。役所の手続

きはＡＩでどこでも可能。農村はドローンやロボットで

農業を管理。タクシーは自動運転。１５年後には運送業

や店舗、金融関係、製造業、医療、事務等の職業に就く

人が激減すると言われています。 

これからのＡＩとの共存生活の中では、「どんな変化
にも適応することができる力」と、人間にしかできない

「考える力」を高めることが大切です。本校が取り組ん

でいる『学びの共同体』の学習は、困ったときに一人で

解決するのではなく、みんなできき合い、一緒に考え、

問題に取り組んでいきます。新しいことに出会ったら、

誰かにきいて一緒に考え挑戦していきます。変化が加速

している現在の世の中で、子どもたちには、「わからな 

いから」「知らないから」 

やらない、できないでは 

なく、どんなことでも 

「やってみる」「挑戦 

してみる」という気持 

ちを持ち続けてほしい 

と願っています。 

            


